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１．本調査研究の背景と目的
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Q:なぜ、特別活動は海外から注目されているか？

https://www.nhk.or.jp/gendai/articles/4854/ 3

本調査研究の背景



https://berd.benesse.jp/jisedai/opinion/index2.php?id=4943

A:自治的活動が非認知的スキルの育成に有効とみなされたから
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本調査研究の目的
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□個人と社会のウェルビーイングの両立（第4期教育振興基本計画）

本調査研究の背景

学級活動、児童会活動、クラブ活動、学校行事



□Tokkatsuの特徴（Tsuneyoshi, 2019）
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本調査研究の背景

□国際的にみた課題

（京免, 2019, ２０２２; kyomen,2022）・為すことによって学ぶ

・児童による主体的な活動

・内的・自発的動機づけによる行動

・協調学習

・教科科目との統合

・協働的な問題解決

・平等主義

・生活に対する教育

・多様性と創造性の不足

・同調圧力（個の抑圧）

・教師による価値誘導

・変革ではなく適応志向

・画一化された集団活動

・統制・秩序維持を優先

・諸刃の剣



□日本型教育の海外展開の研究課題（『教育学研究』第86巻4号）

・国際的にみた日本の教育の特質解明

・海外展開の方法や相手国に与える効果・影響

・海外展開が望ましいかどうかという倫理

7

本調査研究の背景

□国際性と倫理性を備えたTokkatsuである必要性

・自己の動揺や否定性を伴う発信・省察（橋本, 2019）

・越境経験を通じた双方向の学び（高山・興津, 2024）

・現地主義アプローチ（樋口, 2021）



本調査研究の目的
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・エジプトの小学校で導入・実施されている特別活動（Tokkatsu）の現地

化の実態を定性的に調査し、個人と社会のウェルビーイングを支える要素

ともいわれる非認知能力に与える影響を明らかにする。

・エジプトとの双方向の学び合いを通して、国際的通用性と倫理性を備え

た国際モデルTokkatsuを開発する。

・エジプトで実施中のODA事業と相乗効果を発揮するとともに、カイロ日本

人学校の協力を得て、人的ネットワークを強化する。

・調査結果を国内に還元し、日本の教育の国際化につなげるとともに、グ

ローバルサウスの国々の教育改善に貢献できる知見を創出する。



本調査研究の目的
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・事業名：「非認知能力の育成に向けた特別活動の国際化と質保証に関す

る研究～日本型教育先進地エジプトにおけるTokkatsuの効果検証～」

・筑波大学を代表機関として、文部科学省EDU-Portニッポン「令和５年度

予測困難な時代の学びを保障する学習手法の共有と海外展開に関する

調査研究」に応募し、採択された。

・研究期間：2023年8月～2025年2月（1年半）

・2回の現地調査：2023年12月23日～31日（8日間）

2024年12月20日～28日（8日間）



本調査研究の目的

日本側
研究チーム

研究者・実践
者・国際開発
関係者32名
で構成

10



２．エジプトにおけるTokkatsu
の現状
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□エジプト・日本教育パートナーシップ

―2016年 エルシーシ大統領の日本訪問で発表

―文化的・宗教的多様性に対する寛容や規律、
公共心の育成に対するニーズ

２． エジプトでの日本式教育の導入
エジプト政府は，学校での諸活動や学校運営を始めとした日本式教育の要素を特別活動（特
活）などの日本の経験やノウハウに基づいてエジプトで導入する。

３．エジプトにおける「特活」の推進
特別活動（特活）は，社会的，情緒的，感情的，身体的及び知的側面からバランスのとれた子
供の発達を目的とした日本式教育課程の基本的構成要素であり，生徒間の積極的な学び合い
を促進するため，文化やスポーツ関連の学校行事や学級における教師と子供たちとの双方向の
話し合い等の活動を通じて行われるものである。…エジプト政府からの要請に対し，日本政府は
エジプトの学校において「特活」を推進していく。

Tokkatsu導入の経緯

(kyomen, 2025)
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□JICAプロジェクトの展開

・2017年「学びの質向上のための環境整備」

―2018年 エジプト日本学校（EJS）35校の開校:小学校＋幼稚園（年中・年長）

―『Tokkatsu教師用ガイドブック』などの参考資料の開発

―質保証に向けた授業研究（レッスンスタディ）の導入

―Tokkatsu Officer（TO）によるルーブリックを用いたモニタリング

・2021年「特別活動を中心とした日本式教育モデル発展・普及」

―優秀なTOを認証するTokkatsu研修・認証制度（TTCS）の導入

―2023年12月現在、EJS51校で約11,700人が学ぶ

―2024年 EJS4校追加（計55校）、9月から中学校1年生が進学

Tokkatsu導入の経緯
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新カリキュラム“Education 2.0”

□コンピテンシー・ベースのナショナル･カリキュラム（2018年）

・14のライフスキルの育成

・レバレッジ･ポイントとしてのTokkatsu（週1コマ）

―学習態度の改善 ―認知学習の深化 ―互恵的な人間関係

―協働的な授業環境 ―教師の協力体制の確立 ―評価の哲学 など

出典：EJS-PMU（2020）14



12校 55校 約2万校

学級会 学級指導 日直 係・当番 掃除

（EJS）

Tokkatsuの実践
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あるEJSの１日 ※学校や学年によって時間割は異なる
https://www.jica.go.jp/oda/project/1904486/news/newsletter.html

Tokkatsuの実践
□EJSの環境とTokkatsuの時間数

・小学校
―1学級の標準児童数36名

―教科担任制、2名体制で授業実施

―学級活動・学級指導：週1コマ

―児童会活動：月2コマ（高学年）

・中学校（現在は1年生のみ）
―学級活動・学級指導：週1コマ

―将来キャリア形成活動：週1コマ

―市民社会形成活動：週1コマ
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３．本調査研究の枠組み
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5つのプロジェクト

18

□プロジェクト1 小学校における非認知能力育成の効果検証

・ 学級会の分析

―エジプト日本学校（EJS）における学級会の場面、およびその前後の児童の姿
から、非認知能力の発揮・獲得の場面を捉える。

―音声データを文字起こしして、教育方法学の方法論に基づき授業分析を行う。
特に合意形成の場面を可視化することで、非認知能力との関係を考察する。

・モスト・シグニフカント・チェンジ（MSC）による参加型評価

―学校教員、保護者等を対象とするワークショップを開催し、児童等の変化で最も
大きい要素について議論する。



5つのプロジェクト

19

□プロジェクト2 Tokkatsuの受容と現地化プロセスの解明

―EJSと公立学校（パイオニア校・既存校）で、教師・児童・TOに対して
Tokkatsuに対する認識をインタビュー調査する。

―導入・普及にあたっての促進・阻害要因、児童や教師の変化を明らかにする。

□プロジェクト3 持続性強化に向けた質保証制度の共同開発

―Tokkatsuディプロマ・プログラムの内容についてエジプトと協議する。

―Tokkatsu研修･認証制度（TTCS）を改善し、現地化する

―実践者・研究者が互恵的・継続的に学び合う「草の根交流」モデルの構築に向
けた手がかりを得る。



5つのプロジェクト
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□プロジェクト４ 日本人学校と現地校の協働のモデル化

―カイロ日本人学校（CJS）とエジプト日本学校（EJS）との間で、小学校教師の
交流活動（合同授業研究）を企画・実践する。

―授業研究およびインタビューのデータを分析し、日本型教育の発展に向けた日
本人学校と現地校との協力体制をモデル化する。

□プロジェクト5 エジプトに学ぶ日本の学級会の授業改善

―エジプト調査の分析結果に基づいて日本の学級会を見直し、新たなスタイルで
研究授業を行い、発話記録および児童への事後インタビューを分析する。



本報告会の進行
13：20～13：40
ミニ講演「エジプトのTokkatsuは日本の学校教育に何を投げかけているか？」
安部恭子

13：40～14：00
報告1「エジプトにおけるTokkatsuの受容とその影響―インタビュー調査から―」
田中光晴 添田晴雄 相庭貴行

14：00～14：20
報告2「エジプト日本学校におけるTokkatsuの特徴と非認知能力との関係―学

級会と参加型評価の分析から―」 山田真紀 平田幸男 土屋 愛

14：20～14：30 質疑応答

14：40～15：00
報告3「Tokkatsuの持続性強化に向けた質保証制度の共同開発」
瀬戸口暢浩 Safaa Nour （オンライン報告） 21



本報告会の進行
15：00～15：20
報告4「日本型教育の発展に向けた日本人学校と現地校との協力体制のモデル化」
天野幸輔 鈴木純一郎 原 圭吾

15：20～15：35
報告5「エジプトのTokkatsuから学んだことを生かした日本の学級会の授業改善」
小泉琢磨 林 尚示

15：35～15：50
報告6「2024年度のエジプト現地調査報告」 平野 修 清水克博

15：50～15：55 質疑応答

15：55～16：10
エジプトからのメッセージ「本研究から何を受け取り、日本に何を伝えたいか」

Mohamed Abdelmeguid Safaa Nour （オンライン報告）

16：10～16：30 全体討論「Tokkatsuのさらなる国際化に向けて」 22



「非認知能力の育成に向けた特別活動の国際化と質保証に関する研究」ウェブサイト
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ご清聴ありがとうございました。
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参考：これまでの研究成果
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参考：これまでの研究成果
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